
知ることから始めよう
～「是旃陀羅」の今までとこれから～

ぜ  せん  だ   ら

2024 年

14:00~17:00

九州教区内　寺院・教会関係者の皆様

Youtubeライブ配信

裏面の開催趣旨・日程等をご覧ください。

申込後にURLをお送りいたします。

右のQRコードよりお申し込みください

企画・実施：九州教区教化委員会総合教化本部

真宗大谷派　九州教務所
〒830-0038　福岡県久留米市西町 540-1

TEL  0942-32-3056
FAX 0942-39-5077
E-mail  kyushu@higashihonganji.or.jp

お問い合わせ・お申し込み先

｟申込締切｠4月 30 日（火）電話でのお申し込みもお受けいたします。

真宗大谷派　九州教区教化委員会学習会

オンライン視聴のご案内

参加費無料

申込用
Google Forms



開催趣旨

日程

学習冊子についてオンライン配信にあたって

　「是旃陀羅」 問題の課題共有に向けた取り組みの一環として、 2023年5月に真宗大谷派宗務所より

学習冊子 『是旃陀羅問題について』 が発行されました。 この学習冊子は、 部落解放同盟広島県連合

会をはじめとする被差別の当事者の方々との対話を重ねる中で生まれ、 解放運動推進本部と教学研究

所が共同で編纂した是旃陀羅問題学習テキスト 『御同朋を生きる』 の導入になるものです。

　現在、 この 「是旃陀羅」 問題について、 全宗門的な課題共有を図るため、 解放運動推進本部の本

部委員が各教区へ出向し、 学習冊子 『是旃陀羅問題について』 とその掲載内容に則したスライドを用

いて、 「是旃陀羅」 問題において、 何が問われ、 何が課題であるのかを説明し、 そして今後の取り組

みについて意見交換の場がもたれています。 （2024年２月末現在、 ６教区で実施済み）

　そこで、 九州教区においては教区解放運動推進協議会と協力して、

　１、 「是旃陀羅」 問題について周知、 共有を図り、 学びのスタートとすること

　２、 今後、 各組や地域での学習会へと展開していくための方策を探ること

以上の二点を目的として、本学習会を開催いたします。この学習会をとおして、一人ひとりが「是旃陀羅」

問題を改めて受け止め、 その問いかけに真摯に向き合うご縁となることを切に願います。

　本学習会は、九州教務所、各教務支所を会場とし、

教区教化委員、 組長、 組門徒会長、 教区解放運動

推進協議会委員の方々を対象として開催されます。

　しかしながら、 開催趣旨にあるとおり、 この学び

が各組 ・各地域へと展開していくことを願いとして

おり、 そのために教区全体へ向け、 オンラインで配

信いたします。 この 「是旃陀羅」 問題を一人ひとり

の課題とするため、 ぜひご視聴ください。

１４：００　開会行事

１４：０５　開催趣旨説明

１４：１５　説明①　学習冊子『是旃陀羅問題について』に則したスライド説明

担当：中山量純氏（解放運動推進本部本部委員）

１５：１５　休憩

１５：３０　説明②　「是旃陀羅」問題の今後の展開について

担当：杉山寧氏（企画調整局参事・解放運動推進本部本部委員）

１５：５０　意見交換・質疑

１７：００　閉会行事

浄土真宗
ドットインフォ

　視聴にあたり、 すでに本山から

発送 （2023 年 7 月末寺院 ・教

会定期直送便に同梱） されまし

た、 学習冊子 『是旃陀羅問題に

ついて』をご準備ください。

　なおWebサイト 「浄土真宗ドッ

トインフォ」 にて PDF 形式でダ

ウンロードすることができます。

右の QR コードよりアクセスくだ

さい。

「旃陀羅」 （チャンダーラ） というのは、 古代インド以来、 賤民とみなされ社会から差別され排

除されてきた人びとを指して用いられる言葉です。 したがってこの語は、 古代インドの差別社

会を端的に語り出す言葉であり、 「これ旃陀羅なり」 は差別し排除することを意図する表現です。

『観無量寿経』 序分は、 このような差別表現を含んだ物語からなっています。
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